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は，LFC と EDC で別々に考慮されているため，それらの和である出力指令値が制限を超過する可能性がある．
そこで筆者は，最終的な出力指令値に含まれる変化速度制限の超過成分を蓄電池が補償するようにBALFCを拡
張している．この拡張は，出力変化速度制限が，火力電源の長周期変動を吸収する能力を低下させるという性質
を利用した拡張法であるため，従来法への適用は困難であり，BALFCだから可能な拡張法であるといえる． 
この拡張BALFCの有効性を評価するために，時間領域シミュレーションを実施し，その結果，周期が 20分
よりも長い周期の周波数変動が新たに抑制されており，拡張BALFCを用いることでEDCへの貢献が可能とな
る事を明らかにしている．またこのとき，周期 20 分以下の周波数変動を抑制する能力は劣化しておらず，LFC
への貢献度も維持されていた．この成果は，BALFCの拡張性の高さを示す重要な成果である． 
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 第6章では本論文を以下のように結論づけている．本論文は，自然変動電源が大量に導入された電力系統にお
ける需給平衡維持方策として，電力貯蔵装置を活用した新しい周波数制御システムを提案するものである．有効
性を評価するために行った種々の検討では，蓄電池の制御の仕方によって，周波数変動抑制効果や充放電損失が
大きく異なることを明らかにし，蓄電池の制御手法を慎重に選ぶことの重要性を示している．この成果は，自然
変動電源のさらなる導入を促進し，自然変動電が主たる供給源となった将来の電力システムの実現に資すると期
待される． 
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